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看
護
部
紹
介

看
護
部
長
　
宇
都
宮
　
昌
江

　

若
葉
が
光
輝
く
頃
と
な
り
、
西
山
公
園
の
つ
つ
じ
も

つ
ぼ
み
が
膨
ら
み
は
じ
め
ま
し
た
。
日
頃
よ
り
地
域
の

皆
様
の
公
立
丹
南
病
院
へ
の
ご
厚
情
に
対
し
ま
し
て

は
、
感
謝
と
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
院
は
、
平
成
24
年
5
月
8
日
に
新
病
院
移
転
し
3
年
目
を
迎
え
ま
す
。
開
院
当

初
か
ら
の
田
中
副
病
院
長
（
兼
看
護
部
長
）
が
昨
年
退
官
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
後
、

私
が
看
護
部
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
未
熟
者
で
す
が
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

丹
南
病
院
の
看
護
部
の
紹
介
を
し
ま
す
。
看
護
部
職
員
は
、
15
診
療
科
の
外
来
、

60
数
名
の
血
液
透
析
を
担
う
透
析
室
、
手
術
や
滅
菌
器
具
を
取
り
扱
う
手
術
中
材
室
、

外
科
・
眼
科
・
耳
鼻
科
・
脳
外
科
・
泌
尿
器
科
な
ど
の
手
術
患
者
の
外
科
系
病
棟
、
小

児
・
産
婦
人
科
女
性
病
棟
、
骨
折
な
ど
の
整
形
外
科
病
棟
、
内
科
病
棟
そ
し
て
看
護

管
理
室
の
8
部
署
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
職
種
は
、
看
護
師
、
助
産
師
、
保
健
師
、
准

看
護
師
、
看
護
助
手
で
、
全
職
員
の
6
割
に
あ
た
る
約
2
0
0
名
が
看
護
部
職
員
で
す
。

　

丹
南
地
域
の
唯
一
の
公
的
中
核
病
院
で
働
く
当
看
護
職
は
、
総
合
的
な
看
護
実
践

が
で
き
る
看
護
師
で
あ
る
と
と
も
に
、
救
急
や
災
害
時
に
も
対
応
で
き
る
能
力
が
必

要
で
す
。
医
療
の
高
度
化
や
高
齢
社
会
、
在
院
日
数
の
短
縮
な
ど
に
よ
っ
て
、
看
護

業
務
は
ま
す
ま
す
気
密
化
し
て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
安
全
で
安
心
し
た
看
護
を

提
供
す
る
に
は
、
自
己
の
責
任
で
必
要
な
能
力
の
向
上
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。
平
成
25
年
度
よ
り
、
ラ
ダ
ー
式
の
教
育
シ
ス
テ
ム
（
ラ
ダ
ー
ご
と
に
到

達
目
標
と
研
修
内
容
を
計
画
）
に
切
り
替
え
、
自
ら
学
ぶ
姿
勢
を
養
い
自
ら
が
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
い
く
こ
と
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
感
染
管
理
、
救
急
看
護
、

緩
和
ケ
ア
、
慢
性
呼
吸
器
疾
患
看
護
の
4
名
の
認
定
看
護
師
を
交
え
、
院
内
研
修
の

内
容
を
充
実
し
能
力
の
向
上
に
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
で
き
る
よ
う
、
糖
尿
病
看
護
、
認
知
症
看

護
、
創
傷
ケ
ア
な
ど
の
認
定
看
護
師
の
育
成
に
努
め
、
地
域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
満

足
し
て
い
た
だ
け
る
看
護
を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
よ
い
看
護
は
、
働
く

職
員
が
安
全
で
安
心
し
て
働
く
職
場
で
あ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、

職
員
の
多
様
な
価
値
観
や
ニ
ー
ズ
を
大
切
に
し
、
思
い
や
り
あ
ふ
れ
る
明
る
く
健
康

的
な
職
場
を
創
り
、
安
定
し
た
病
院
経
営
に
微
力
な
が
ら
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。



　みなさん、こんにちは。私は、2012年に

緩和ケア認定看護師となりました。

　認定看護師は、公益社団法人日本看護協会

が認定した教育機関で教育を受け、その後

審査を受けます。現在21の特定分野があり、

認定看護師は看護分野において熟練した看護

技術と知識を有することが求められています。

　日本では、がんになる患者さんは増え続け、

一生のうち2人に1人が、がんになる時代と

いわれています。あなた自身でなくても、周

囲の大切な人ががんと関わることがあるかも

しれません。緩和ケアは、がんなど生命を脅

かす病気から生じる痛みや、だるさなど、さ

まざまな身体的症状、気分の落ち込みや悲し

みなどの精神的な苦痛をやわらげるためのケ

アです。患者さんのみでなく、患者さんを支

える家族もケアの対象となります。そして緩

和ケアは、治療・療養まで患者さんらしく生

活ができるように、お手伝いさせていただき

ます。

　緩和ケア認定看護師は、丹南病院の緩和ケ

アチームを中心に活動しています。患者さん

の体とこころのつらさに寄り添いケアに関す

る相談やアドバイス、家族のこころのケア、

緩和ケアを提供する医療スタッフのサポート

を行っています。その他、職員を対象とした

勉強会や地域住民の方に緩和ケアを知ってい

ただくための活動も行っています。いつでも

どこでも緩和ケアが受けられる地域に密着し

た丹南病院を目指し、今後も活動していきた

いと思います。

　がんによる症状「つらい」「痛い」のは仕

方がない…と思っていませんか？　私たちは

つらさを受けとめ、できる限りあなたらしく

治療・療養ができるようお手伝いをさせてい

ただきます。どんなことでもご相談ください。

認定
看護師
活動紹介

緩和ケア認定看護師 3階病棟
白﨑麻純
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TEL：0778-51-2260　 FAX：0778-52-8620　
ホームページ：http://www.jadecom.or.jp/jadecomhp/tannan/html/
メールアドレス：tannan-info@jadecom.or.jp

公立 丹南病院

〒916-8515　福井県鯖江市三六町1丁目2-31
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TEL：0778-51-5234　FAX：0778-51-8242
メールアドレス：tannan-nagomi@jadecom.or.jp

公立丹南病院　在宅事業部

〒916-0021　福井県鯖江市三六町1丁目2-31
TEL：0778-52-2050　FAX：0778-52-2151
メールアドレス：tannan-zaitaku@jadecom.or.jp

居宅介護支援事業所 訪問看護ステーション

　風薫る5月、新年度も１カ月が経過し、そろそろ新し
い環境にも慣れてきた頃でしょうか。3月、4月の歓送
迎会でお腹周りが気になりだした方も多いかと思いま
す。そこで、今回は当院の健診部門をご紹介させてい
ただきます。
　平成24年5月の新病院開院に伴い、健診室も外来 
1階西側に設置され、放射線室、内視鏡室へのアクセ
スも格段に良くなりました。身長、体重、血圧、視力、
聴力、腹囲などの身体測定に加え、血液検査や尿検査、
心電図検査、胸部X線検査、眼底検査、さらには、オ
プション検査となりますが、内臓脂肪の量を測定するメ
タボCT、骨粗しょう症を早期に発見するための骨塩定
量検査、脳の病気がないかを調べる脳ドックなどを通じ
て、まずはご自身が健康であるかを確認していただき
たいと考えています。
　さらに当院では、がん検診にも力を入れており、特
に乳腺検査においては、福井県内唯一である最新のト
モシンセシス（3D）撮影が可能となり、より的確な乳

がん検診が受けて
いただけます。 乳
がんは最近増加傾
向にあり、子宮がん
検診とともに、女性
の方には是非とも

健診部門の紹介

考慮していただきたい検査です。
　また、内視鏡検査は苦痛を伴うので受けたくないと
考えられる方が多いのですが、当院は日本消化器内視
鏡学会認定指導施設として指導医３名、専門医４名が常
勤しておりますので安心して受けていただけます。最
新の内視鏡機器も導入し、予約制となりますが、経鼻
内視鏡検査も本年度から開始しました。これからも苦
痛のない内視鏡検査を目指して努力してまいります。
　当院では対象者の方に対して栄養士さんによる特定
保健指導も行っており、生活習慣改善を目指して、二
人三脚で頑張っています。まだ件数は少ないのですが、
1名の脱落者もなく、生活習慣病を予防するためこれか
らも積極的に行っていきたいと考えております。
　地域の皆様が健康で豊かな生活を過ごしていただけ
ますよう、スタッフ一同、今後も努力してまいります。


